
教育実習(幼)330541127 渡辺ユリナ・
永津利衣 専門 4 選択 4前期

科目の概要
「教育実習（幼）」はDP1.2.3をふまえ、幼稚園等での教育実習を通して、幼児の活動の実践的理解、幼児教育現場の環境構成、幼稚園教諭等の役
割と責務の把握を図ることを目的としている。実際に現場の指導教諭のもとで、観察・参加・実習と日々の省察を行いながら、これまで学んだ理論
と現場の実践を結びつけ、幼稚園等の実際を総合的に学んでいく。
本科目は「エクスターンⅠ・Ⅱ」や「保育実習」等で得た省察を活かし、「教育実習指導（幼稚園）」の事前学習を受けて実施される幼稚園教諭一
種免許状取得に必要な実習科目である。実習後、学内での「教育実習指導（幼）」の事後指導、4年次での「教職実践演習」のまとめに発展する。

学修内容 到達目標

① 幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解
を 深める。
② 子どもとの関わりの視点を明確にすることを通して、子ども
への理解及び保育・教育の理解を深める。
③ 既習科目の内容を踏まえ、子どもの保育・教育及び保護者 へ
の支援について総合的に理解する。
④ 保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実
際に取り組み、理解を深める。
⑤ 幼稚園教諭の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に
結びつけて理解する。
⑥ 実習における自己の課題を明確化する。

① 幼稚園等の役割や機能の具体的展開について、具体的な実践を通して
理解を深めることができる。
② 観察に基づく保育・教育の理解について子どもの心身の状態や活動の
観察、幼稚園教諭等の援助や関わり、幼稚園等の生活の流れや展開の把
握ができる。
③ 既習科目の内容を踏まえ、子どもの保育・教育及び保護者 への支援
について総合的に理解することができる。
④ 保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り
組み、理解を深めることができる。
⑤ 幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつ
けて理解することができる。
⑥ 実習における自己の課題の明確化ができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 保育実践のために自ら練習することができる。

働きかけ力

実行力 目標や課題に向けて諦めず、強い意志をもってやり遂げることができる

考え抜
く力

課題発見力 子どもの発達等に関して思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、
課題を見極めることができる。

計画力

創造力

作業のプロセスを明らかにして、優先順位をつけ、実現性の高い計画を立てることができ
る。

子どもの発達・援助等を考えるときに、固定概念にとらわれることなく既習科目等様々な
観点から考えることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

聞き手（子ども）に分かりやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や発達にあった
実践をすることができる。

他の教諭等の意見に耳を傾け、自分の振舞を振返ることができる。

自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目標に向
かって努力できる。

勤務態度、提出物、身なり等の実習のルールを守って実習に取り組むことができる。

ストレスの生じる事由に対して、メンタル面・行動面において対処方法を探し出すことが
できる。

テキスト及び参考文献

参考文献：幼稚園教育要領解説

他科目との関連、資格との関連

本科目は、専門科目の実習領域の一部であり、「エクスターンⅠ」「エクスターンⅡ」「保育実習指導」「保育実習」
「施設実習」等で獲得した知識・技能を活用する。
関連する資格：幼稚園教諭一種免許

学修上の助言 受講生とのルール
・これまで学習してきた保育に関する科目の復習や、保育実習で見つ
かった課題の確認をしておく。
・保育実技（絵本、パネルシアター、歌遊び等）の準備をする。
・一日を振り返り、丁寧に記録を書くことで力がついていく。一生懸命
に取り組む中で保育のおもしろさや多くの発見が得られるであろう。

・体調管理をして、積極的に実習に参加する。
・節度と責任をもった行動をとる。
・10分前行動など、時間にゆとりを持った行動を心掛ける。
・分からないことは必ず確認する。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準
S(秀)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して十分に理解でき、自分の
言葉で丁寧に記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について十
分に理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に十分に
理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて十分に
理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について十分に理解でき、自分の言葉で丁寧に明確に記
録できる。

A(優)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して十分に理解でき、自分の
言葉で記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について十
分に理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に十分に
理解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて十分に
理解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について十分に理解でき、自分の言葉で明確に記録でき
る。

B(良)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、自分の言葉で
記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、自分の言葉で明確に記録できる。

C（可）
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、参考資料等を
参考に記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、参考資料等を参考に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、参考資料等を参考に明確に記録でき
る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ⑥

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓ ⑥ ✓

60

・実習日誌（日々の目標設定の発展性、目標と省察の関連、観点を
基にした観察記録等、用語の誤りや誤字脱字の改善等）（50点）
・事前の準備（10点）② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓ ⑥ ✓

20

・実習園の評価（10点）
・巡回記録の評価（10点）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥ ✓

20

（主体性）保育実践のために自ら練習することができる。課題解決や目標達成のために、これまでに習得した知識・技能を
活かしたり修正させたりしながら積極的に物事に取り組むことができる。
（働きかけ力）新しく出会う子ども、保護者、保育者等に対して、状況判断して笑顔で言葉を掛けることができる。
（実行力）目標や課題に向けて諦めず、強い意志をもってやり遂げることができる。
（課題発見力）子どもの発達等に関して思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めるこ
とができる。
（計画力）作業のプロセスを明らかにして、優先順位をつけ、実現性の高い計画を立てることができる。
（創造力）子どもの発達・援助等を考えるときに、固定概念にとらわれることなく既習科目等様々な観点から考えることが
できる。
（発信力）聞き手（子ども）に分かりやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や発達にあった実践をすることができ
る。
（傾聴力）他の教諭等の意見に耳を傾け、自分の振舞を振返ることができる。
（状況把握力）自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目標に向かって努力できる。
（規律性）勤務態度、提出物、身なり等の実習のルールを守って実習に取り組むことができる。
（ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力）ストレスの生じる事由に対して、メンタル面・行動面において対処方法を探し出すことができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B(良)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、自分の言葉で
記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、自分の言葉で明確に記録できる。

C（可）
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、参考資料等を
参考に記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、参考資料等を参考に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、参考資料等を参考に明確に記録でき
る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1～5

【第1週】
・園長や主任教諭の講話（園の教育理念、勤
務上の指導等）
・指導教諭の講話（実習生としての１日の過
ごし方など）
・観察
指導教諭の授業を参観することが主となる。
その際、指導教諭はどのようにして園児に寄
り添ったり、援助したりして遊びを展開して
いるのか等、園生活における教諭の働きかけ
を観察参加によって学んでいく。また、園児
との関わりを通して名前を確実に覚えたり、
一人一人の園児の特性を把握したりすること
も求められる。

※実習園の作成した実習計画に沿って実施さ
れる。

講義、実習 責任と主体性を持って
実習に臨むことができ
る。

予習: 次の日の保育の
ねらいを理解し活動準
備を行う。
復習:その日の活動を
振り返り、記録・反省
する。

120

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

6～
10

【第2週】
・参加
・実習（部分）の実施
・実習指導案の作成

講義、実習 責任と主体性を持って
実習に臨むことができ
る。

予習: 次の日の保育の
ねらいを理解し活動準
備を行う。
復習:その日の活動を
振り返り、記録・反省
する。

120

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

11～
15

【第3週】
・実習の実施と園内研
究会
・実習のまとめ

講義、実習 責任と主体性を持って
実習に臨むことができ
る。

予習: 次の日の保育の
ねらいを理解し活動準
備を行う。
復習:その日の活動を
振り返り、記録・反省
する。

120

主体性
働きかけ力
実行力
課題発見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
情況把握力
規律性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
力


